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　小笠山総合運動公園（エコパ）は、小笠山の豊かな
自然に包まれており、広く連なる山々を背景にした
愛野駅周辺の街並みを眺望できます。

眺望地点（ビューポイント)　
小笠山総合運動公園（上石野）



　

市
議
会
は
、
9
月
定
例
会
を
9
月
2
日
か
ら
29
日
ま
で
の
28
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、
平
成
25
年
度
一

般
・
特
別
・
企
業
各
会
計
決
算
認
定
及
び
3
件
の
条
例
の
制
定
な
ど
24
議
案
と
6
件
の
報
告
、
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
3
議
案
が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
閣
議
決
定
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

書
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
不
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
市
長
・
教
育
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

●
9
月
定
例
会
の
概
要

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算  

　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
主
に
次
に
掲
げ
る
事
業
の
た

め
に
、
4
億
3
2
0
0
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は

3
1
8
億
3
8
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
8
4
0
6
万
円

●
津
波
避
難
対
策
事
業
（
中
新
田
地
区
命
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
6
0
0
0
万
円
ほ
か

●
袋
井
市
静
岡
モ
デ
ル
整
備
事
業
（
防
潮
堤
）

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
…
…
5
0
0
0
万
円

●
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
） 

　

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業　

 …
…
…
1
9
4
8
万
円

　

条　

例 

●
袋
井
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
袋
井
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

●
袋
井
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

平
成
24
年
8
月
に
成
立
し
た
子
ど
も
・
子
育
て
関

連
3
法
に
基
づ
き
、
市
が
条
例
で
基
準
を
定
め
る
も

の
で
す
。

平成26年7月に増改修工事が完了した聖隷袋井市民病院

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

9 月 定 例 会

一
般
会
計
な
ど
10
件
の

決
算
は
す
べ
て
認
定

リハビリテーションを行う
2階理学療法室のトレーニング機器

6床室から4床室へゆとりの生まれた病室

採
択
さ
れ
た
意
見
書

●
地
震
財
特
法
の
延
長
に
関
す
る
意
見
書

●「
農
協
・
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
改
革
」に

関
す
る
意
見
書

2市議会だより



会　計　名 予算額 決算額 執行率（%）

水道事業
収益的収支

事 業 収 益 15億5,100万円 14億8,902万円 96.0
事 業 費 用 15億5,100万円 14億9,205万円 96.2

資本的収支
資 本 的 収 入 5,900万円 6,701万円 113.6
資 本 的 支 出 6億 50万円 5億6,762万円 94.5

病院事業
収益的収支

事 業 収 益 6億1,600万円 5億6,179万円 91.2
事 業 費 用 6億1,600万円 5億5,002万円 89.3

資本的収支
資 本 的 収 入 9億1,500万円 6億6,970万円 73.2
資 本 的 支 出 9億1,500万円 5億 964万円 55.7

【企業会計】公共の福祉を目的に経営する独立採算の会計です。

【特別会計】特定の事業に使われる会計です。

災害復旧費 1,375万円

市民税
60億3,607万円

固定資産税・
都市計画税

76億8,595万円

その他市税
8億7,286万円

国県支出金
72億6,901万円

市債
46億7,290万円

地方交付税
32億2,633万円

地方消費税交付金
8億6,479万円

その他
64億611万円 民生費

75億8,378万円

教育費
59億3,714万円

衛生費
56億1,502万円

土木費
49億7,536万円

公債費
48億9,222万円

総務費
34億5,353万円

消防費 20億4,079万円

農林水産業費 5億3,647万円
商工費 3億4,267万円

議会費 2億2,704万円
労働費 6,400万円

歳入 歳出

平成25年度各会計別決算状況
【一般会計】予算額386億337万円

※病院事業会計は、聖隷袋井市民病院の開院に伴い平成25年5月1日に開設したことから、平成25年5月～
　平成26年3月の11カ月分の決算となります。

会計名 予算額 歳入決算額 歳入執行率（%） 歳出決算額 歳出執行率（%）
土 地 取 得 3億円 2,313万円 7.7 2,192万円 7.3
国 民 健 康 保 険 85億3,800万円 84億5,556万円 99.0 82億3,070万円 96.4
後期高齢者医療 5億8,600万円 5億7,748万円 98.5 5億7,393万円 97.9
介 護 保 険 52億8,090万円 50億6,659万円 95.9 50億 153万円 94.7
公 共 下 水 道 17億6,500万円 17億5,660万円 99.5 16億8,821万円 95.6
農 業 集 落 排 水 1,610万円 1,659万円 103.0 1,535万円 95.3
駐 車 場 7,162万円 7,023万円 98.1 6,621万円 92.5

収入済額 370億3,402万円
執行率（予算対比）  95.9%

支出済額 356億8,177万円
執行率（予算対比）  92.4%

　これまで憲法において許容されてきた自国の防衛のための自衛権行使の範囲を超え、他国に加えられた武
力攻撃に対し実力で阻止する集団的自衛権の行使を容認する閣議決定は、十分な説明もなく憲法解釈変更に
よるものであり許されるものではない。よって、閣議決定の撤回を求める意見書の提出を願うものである。

　閣議決定は、現在の内閣の考え方を示しているものに過ぎず、これだけで国が何かをできるわけではな
い。実際に自衛隊が活動を行うためには、根拠となる法律が必要であり、そうした法律は国会で十分な審
議が行われた後に制定されることから不採択とする。

趣
旨

結
果

請 願
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市政に対する　一 般 質 問

農
業
振
興
施
策
を
問
う

育
成
す
べ
き
農
業
者
像
と
は
。

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
や

T
P
P
参
加
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
次
々
と
変
化
す
る
中
、
生

産
す
る
農
産
物
を
い
か
に
売
る
か
と

い
う
視
点
で
、
意
欲
と
経
営
感
覚
を

有
し
た
農
業
者
が
こ
れ
か
ら
の
農
業

経
営
に
求
め
ら
れ
る
人
材
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

農
産
物
の
輸
出
競
争
力
を
強
化
す
る

た
め
の
課
題
と
は
。

一
つ
目
は
、
輸
出
国
の
ど
の
階

層
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
か
を
明
確
化
す
る

こ
と
。
二
つ
目
は
、
輸
出
国
の
基
準

に
合
っ
た
残
留
農
薬
の
問
題
や
食
品

の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
国
際
規
格

で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ギ
ャ
ッ
プ
」

な
ど
の
認
証
取
得
に
よ
る
信
用
度
の

向
上
。
更
に
は
、
日
本
で
の
窓
口
と

な
る
商
社
や
輸
出
企
業
と
の
信
頼
関

係
の
構
築
も
海
外
輸
出
成
功
に
向
け

た
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

観
光
振
興
施
策
を
問
う

誰
に
何
を
見
せ
る
か
対
象
の
明
確
化

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

静
岡
県
は
シ
ニ
ア
層
の
観
光
客

が
多
い
。
本
市
に
は
遠
州
三
山
を
は

じ
め
、
古
刹
・
名
刹
が
数
多
く
あ
る

た
め
シ
ニ
ア
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
。
ま
た
、
歴
女
な
ど
歴
史
に
興
味

の
あ
る
方
も
増
え
て
お
り
、
歴
史
に

触
れ
、
静
寂
の
中
で
自
分
を
見
つ
め

直
す
旅
を
提
供
し
、
誘
客
促
進
を
図

り
た
い
。

髙
木 

清
隆 

議
員

橋
梁
施
設
の
点
検
補
修
は

耐
震
補
強
の
観
点
よ
り
供
用
開
始
後

40
年
超
過
の
橋
梁
（
浅
羽
・
浅
名
・
梅
山

に
多
い
）
の
対
策
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

橋
梁
の
補
強
時
期
は
構
造
や
交

通
量
に
よ
る
老
朽
化
の
度
合
い
に

よ
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
経
過
年
数

を
基
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今

後
は
日
常
点
検
の
中
で
劣
化
の
状
況

を
確
認
し
、
必
要
の
あ
る
も
の
は
前

倒
し
で
修
繕
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

地
域
防
犯
の
推
進
は

子
ど
も
防
犯
ソ
ン
グ
「
お
に
は
い
や

だ
よ
」
の
普
及
活
動
は
。

各
小
学
校
の
校
内
放
送
で
流
し

た
り
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
し
た
り
し

て
い
る
。今
後
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
な
ど
し
て
地
域
全
体

で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
機
運
を
高

め
て
い
き
た
い
。

サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン
推
進
事
業
は

日
本
一
健
康
文
化
都
市
実
現
の
施
策

の
一
環
で
あ
る
サ
イ
ク
ル
タ
ウ
ン
推
進
事

業
の
取
り
組
み
は
。

本
年
度
策
定
の
「
自
転
車
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
」
に
よ

り
、
体
力
づ
く
り
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

な
ど
の
自
転
車
利
用
そ
の
も
の
や
、

カ
ラ
ー
舗
装
・
路
面
標
示
な
ど
安
全

で
快
適
に
走
行
で
き
る
環
境
整
備
等

の
効
果
的
な
事
業
の
推
進
を
し
た
い
。

岡
本 

幹
男 

議
員

台湾で開催された日本の観光・物産展

昭和39年3月竣工の広瀬橋
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袋
井
宿
開
設
四
〇
〇
年

記
念
事
業
の
取
り
組
み
は

記
念
事
業
の
開
催
も
2
年
後
に

迫
っ
た
。
市
民
実
行
委
員
会
も
結
成
さ
れ

た
が
、
市
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
か
。

今
回
の
記
念
事
業
は
〝
ま
ち
づ

く
り
〞
の
節
目
と
し
新
た
な
地
域
資

源
の
発
掘
・
創
造
、
次
世
代
へ
の
継

承
と
考
え
て
い
る
。
次
年
度
か
ら
の

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
間
に
合
う
よ
う
記

念
事
業
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
予
算
化
し

て
い
き
た
い
。

  

メ
モ
リ
ア
ル
施
設
の
検
討
・
整
備
が

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
。

整
備
箇
所
は
宿
場
内
の
街
道
沿

い
で
静
橋
北
交
差
点
付
近
を
考
え
て

い
る
。
施
設
は
袋
井
宿
の
街
道
景
観

に
ふ
さ
わ
し
く
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
も

な
る
も
の
と
し
た
い
。
地
元
や
実
行

委
員
会
の
皆
様
と
共
に
本
年
度
中
を

目
処
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

庁
内
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

仕
事
と
生
活
の
調
和
、
効
率
と
経
費

削
減
の
観
点
か
ら
、
毎
週
水
・
金
曜
日
は

残
業
を
控
え
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
実

態
は
ど
う
か
。

取
り
組
ん
で
い
る
が
完
全
実
施

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
更
に
職

員
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
の
進
め
方
を

見
直
す
と
と
も
に
、
ノ
ー
残
業
デ
ー

の
始
業
前
、
所
属
長
へ
の
メ
ー
ル
配

信
で
、
よ
り
徹
底
を
図
り
た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

戸
塚 

哲
夫 

議
員

治
水
対
策
の
推
進
を 

鳥
羽
野
排
水
路
流
域
の
治
水
対
策

は
。

平
成
24
年
度
に
、
排
水
路
護
岸

の
天
端
か
さ
上
げ
な
ど
の
工
事
を
実

施
し
た
。
し
か
し
、
全
国
各
地
で
計

画
を
超
え
た
局
地
的
な
豪
雨
が
多
発

し
て
い
る
の
で
、
今
後
は
排
水
施
設

の
整
備
や
、
雨
水
貯
留
な
ど
の
流
域

対
策
に
加
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
の
防
災
情
報
の
周
知
や
、
避
難
情

報
の
適
切
な
伝
達
な
ど
ソ
フ
ト
対
策

も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
流
域
に
お
い
て「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」

に
取
り
組
む
考
え
は
。

「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
は
、
洪
水
被

害
を
軽
減
す
る
雨
水
流
出
抑
制
対
策

と
し
て
、
近
年
多
く
の
自
治
体
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
鳥
羽
野
排
水
路

流
域
に
つ
い
て
も
効
率
的
な
実
施
手

法
の
研
究
も
含
め
、
地
域
の
皆
様
と

検
討
し
て
い
き
た
い
。

高
齢
者
対
策
の
充
実
を

旧
J
A
浅
羽
西
支
店
を
「
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
施
設
」
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

現
在
、
整
備
さ
れ
て
い
な
い
市

北
部
及
び
中
部
地
域
へ
の
整
備
を
優

先
し
て
い
き
た
い
。
実
際
に
施
設
を

整
備
す
る
場
合
に
は
、
設
置
場
所
や

規
模
な
ど
は
事
業
主
体
の
意
向
も
考

慮
す
る
必
要
が
あ
る
。市
と
し
て
は
、

改
め
て
関
係
者
の
意
向
を
確
認
し
て

い
き
た
い
。

小規模多機能型居宅介護施設「ひなた」

メモリアル施設を整備予定の静橋北側付近

5 市議会だより



市政に対する　一 般 質 問

ト
イ
レ
は

水
と
食
料
と
同
様
の
対
策
を

災
害
時
の
ト
イ
レ
は
、
水
・
食
料
と

同
じ
よ
う
に
重
要
で
あ
る
。
市
の
認
識
は

ど
う
か
。避

難
者
の
健
康
管
理
、
避
難
所

の
衛
生
対
策
を
進
め
る
上
で
も
ト
イ

レ
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
ト
イ
レ

が
使
え
な
い
状
況
は
、
食
料
・
飲
料

水
の
確
保
以
上
に
切
実
な
問
題
と
な

る
と
認
識
し
、
仮
設
ト
イ
レ
の
確
保

に
努
め
て
い
る
。

仮
設
ト
イ
レ
の
備
蓄
状
況
は
。
1
基

の
ト
イ
レ
に
避
難
者
何
人
を
想
定
し
て
い

る
の
か
。市

の
備
蓄
1
9
0
基
と
災
害
時

応
援
協
定
を
締
結
し
た
業
者
か
ら
の

1
3
0
基
を
合
わ
せ
計
3
2
0
基
と

な
る
。
1
0
0
人
に
つ
き
1
基
を
設

置
目
標
と
し
た
市
の
基
準
3
0
4
基

の
必
要
数
を
満
た
す
。
更
に
、
携
帯

可
能
な
簡
易
ト
イ
レ
も
3
6
0
台
備

蓄
し
、
よ
り
良
好
な
避
難
生
活
に
配

慮
し
て
い
る
。

自
助
の
観
点
か
ら
、
各
家
庭
へ
の
簡

易
ト
イ
レ
の
備
蓄
を
奨
励
す
べ
き
で
は
。

多
く
の
家
庭
で
水
洗
ト
イ
レ
の

使
用
が
不
可
能
と
な
る
と
予
想
さ
れ

る
た
め
、
非
常
用
持
出
品
・
備
蓄
品

の
メ
ニ
ュ
ー
に
簡
易
ト
イ
レ
を
加
え

て
い
き
た
い
。
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

や
市
の
広
報
紙
、
更
に
地
域
防
災
会

議
な
ど
を
通
じ
て
各
家
庭
で
の
簡
易

ト
イ
レ
の
備
蓄
を
奨
励
し
て
い
き
た

い
。

田
中 

克
周 

議
員

公
共
下
水
道
全
体
計
画
の

見
直
し
を

本
事
業
の
財
政
負
担
は
、
今
後
ま
す

ま
す
増
大
が
予
想
さ
れ
る
。
処
理
区
面
積

の
縮
小
と
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
生
活
排

水
処
理
の
転
換
を
。

各
地
域
の
状
況
や
財
政
見
通
し

な
ど
を
総
合
的
に
踏
ま
え
た
上
で
再

検
証
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
、

全
体
計
画
区
域
の
見
直
し
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

豊
沢
地
区
開
発
に
お
け
る

発
生
土
の
活
用
を

浅
羽
海
岸
の
補
強
盛
り
土
の
確
保
と

し
て
、
当
地
域
に
お
け
る
企
業
立
地
や
宅

地
造
成
の
事
業
化
を
検
討
し
、
発
生
土
の

活
用
を
。 対

象
区
域
や
開
発
手
法
、
造
成

後
の
土
地
利
用
な
ど
開
発
の
可
能
性

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

対
象
年
齢
拡
大
を

子
ど
も
・
子
育
て
新
制
度
に
お
い
て

対
象
児
童
が
小
6
ま
で
と
な
る
が
、
実
施

計
画
は
。平

成
31
年
度
を
達
成
年
度
と
し

て
い
る
が
、
受
け
入
れ
る
環
境
が

整
っ
た
小
学
校
区
か
ら
拡
大
し
、
で

き
る
限
り
早
い
段
階
で
達
成
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
。

戸
塚 

文
彦 

議
員

災害時に役立つ簡易トイレ

放課後児童クラブ
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災
害
時
避
難
対
策
等
の

実
効
性
向
上
を

自
主
防
災
組
織
の
機
能
向
上
の
た
め

に
新
た
に
備
え
る
点
は
。

訓
練
へ
直
接
参
加
し
て
い
な
い

方
々
に
対
す
る
積
極
的
な
呼
び
掛
け

や
、
安
否
確
認
訓
練
、
あ
る
い
は
、

自
主
防
災
台
帳
の
整
備
・
促
進
な
ど
、

地
域
防
災
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
活

動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

農
業
委
員
会
改
革
は
ど
う
か

国
の
規
制
改
革
に
お
け
る
農
業
改
革

案
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

地
域
の
農
業
を
振
興
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い

る
農
業
委
員
の
存
在
は
大
き
い
。
今

後
は
、
地
域
が
推
薦
す
る
地
元
の
農

業
者
や
団
体
の
推
薦
に
よ
り
選
出
さ

れ
る
よ
う
な
方
法
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

シ
ニ
ア
世
代
の

生
き
が
い
づ
く
り
を

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
と
課
題

は
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
若
年
層
の

加
入
促
進
が
大
き
な
課
題
の
た
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
や
、
旅
行
な
ど

の
趣
味
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
て
、
会

員
以
外
の
方
も
自
由
に
参
加
で
き
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
試
み
て
い
る
。

鈴
木 

弘
睦 

議
員

広
島
平
和
祈
念
式
典
に

参
加
し
て
の
決
意
は

市
長
は
今
年
初
め
て
公
式
に
参
加
し

た
が
、
そ
の
感
想
と
平
和
へ
の
決
意
は
ど

う
か
。

核
兵
器
廃
絶
と
世
界
平
和
の
実

現
に
向
け
、世
界
の
人
々
が
団
結
し
、

勇
気
を
持
っ
て
行
動
す
べ
き
と
の
思

い
を
強
く
し
た
。
市
で
も
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
継
続
し

て
い
き
た
い
。

磐
田
市
で
は
「
広
島
平
和
祈
念
式
典

中
学
生
派
遣
事
業
」
を
平
成
22
年
か
ら
実

施
し
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
本
市
で
も
中

学
生
を
式
典
へ
派
遣
が
で
き
な
い
か
。

子
ど
も
た
ち
に
原
爆
の
恐
ろ
し

さ
を
直
接
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
は
意

義
が
あ
る
。
生
徒
自
身
が
平
和
の
尊

さ
を
学
び
、
平
和
の
た
め
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
る
貴
重
な
体
験
と
な

る
。
課
題
も
あ
る
た
め
教
育
委
員
会

と
話
し
合
い
検
討
し
て
い
き
た
い
。

生
活
困
窮
世
帯
の

子
ど
も
た
ち
に
学
習
支
援
を

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
対
策
と
し

て
、
各
地
の
自
治
体
が
中
学
生
な
ど
を
対

象
に
無
償
の
学
習
支
援
教
室
を
開
き
、
成

果
を
上
げ
て
い
る
。
本
市
も
検
討
を
。

県
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
績
を
参

考
に
、
制
度
の
活
用
や
N
P
O
法
人

が
実
施
し
て
い
る
協
働
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
の
連
携
の
可
能
性
な
ど
、
支

援
方
法
を
検
討
し
た
い
。   

高
橋 

美
博 

議
員

シニアクラブのグラウンドゴルフ大会

平和祈念の折り鶴作り 
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市政に対する　一 般 質 問

地
震
発
生
時
の

安
全
確
保
行
動
の
徹
底
を

登
録
型
避
難
訓
練
「
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
」
へ
の
取
り
組
み
は
。

一
斉
防
災
訓
練
の
実
施
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
が
、「
ま
ず
低
く
、

頭
を
守
り
、
動
か
な
い
」
安
全
確
保

の
基
本
行
動
は
大
切
な
こ
と
で
あ

る
。
実
施
で
き
る
よ
う
周
知
に
努
め

て
い
き
た
い
。

防
災
の
意
識
高
揚
と

知
識
の
向
上
を

中
学
生
が
地
域
と
一
体
と
な
り
震
災

に
備
え
る
実
践
訓
練
が
で
き
な
い
か
。

学
校
で
は
、
地
域
防
災
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
指
導
し
て

い
る
。
実
践
的
な
訓
練
に
役
割
を

持
っ
て
参
加
し
、
防
災
の
知
識
や
技

能
を
身
に
つ
け
る
機
会
に
し
て
い
き

た
い
。

猛
暑
対
策
、
熱
中
症
予
防
対
策
の

取
り
組
み
を

児
童
・
生
徒
の
健
康
維
持
の
観
点
か

ら
、
熱
中
症
予
防
の
た
め
、
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
の
設
置
が
で
き
な
い
か
。

屋
外
で
の
活
動
に
お
け
る
有
効

な
熱
中
症
対
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
へ

の
導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

沼
上 

賢
次 

議
員

浙
江
省
と
の

卓
球
交
流
の
活
用
を

本
事
業
を
参
考
に
今
後
ラ
グ
ビ
ー
W

杯
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
合
宿
地
の
招
致
に
つ

な
げ
る
考
え
は
あ
る
か
。

8
月
に
エ
コ
パ
で
行
っ
た
卓
球

大
会
は
、
国
と
国
と
の
関
係
を
超
え

た
市
民
レ
ベ
ル
で
の
友
好
交
流
と
し

て
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。

今
後
、
静
岡
県
は
エ
コ
パ
を
会
場
と

し
た
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
招

致
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
も
可
能
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

災
害
時
の
避
難
所
運
営
は

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

既
に
策
定
さ
れ
た
静
岡
県
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
本
市

も
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
推
進
を
図
り

た
い
。

公
立
幼
稚
園
、
保
育
所
の

労
働
環
境
は
ど
う
か

施
設
ご
と
に
園
児
数
に
差
が
あ
る

が
、
職
員
へ
の
影
響
は
。

手
厚
い
教
育
を
推
進
す
る
た
め

教
員
の
担
当
す
る
園
児
数
を
国
の
基

準
よ
り
少
な
く
し
、
質
の
向
上
と
職

員
の
業
務
軽
減
を
目
指
し
て
い
る
。

産
休
・
育
休
に
対
応
す
る
た
め
に
年

度
ご
と
の
正
規
職
員
の
採
用
の
他

に
、
嘱
託
職
員
や
臨
時
職
員
を
年
間

を
通
し
募
集
し
て
い
る
。

伊
藤 

謙
一 

議
員

袋井市総合防災訓練

静岡県・浙江省友好交流卓球大会
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新
制
度
移
行
後
の

子
育
て
支
援
は

保
育
要
件
が
緩
和
さ
れ
る
が
、
施
設

整
備
な
ど
本
市
の
対
応
は
。

入
所
要
件
と
し
て
仮
に
月
64
時

間
就
労
と
し
た
場
合
、
20
日
勤
務
で

一
日
あ
た
り
3.2
時
間
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
短
時
間
労
働
で
も
入
所
可
能

に
な
る
。
施
設
整
備
は
笠
原
保
育
所

と
笠
原
幼
稚
園
の
認
定
子
ど
も
園
化

に
続
き
、
袋
井
南
保
育
所
と
袋
井
南

幼
稚
園
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
来
年
度
へ
の

対
応
は
。対

象
学
年
は
6
年
生
ま
で
拡
大

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

1.7
倍
の
利
用
希
望
者
が
見
込
ま
れ
、

平
成
31
年
度
を
め
ど
に
余
裕
教
室
の

活
用
や
専
用
施
設
の
建
設
を
進
め
る

と
と
も
に
、
公
民
館
、
幼
稚
園
、
保

育
所
等
の
施
設
の
利
活
用
を
検
討

し
、
段
階
的
に
利
用
者
の
増
加
に
対

応
し
た
い
。

公
共
施
設
の
跡
地
利
用
は

今
後
、
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
の
移

転
に
伴
う
公
共
施
設
の
跡
地
利
用
の
取
り

組
み
は
。袋

井
保
健
セ
ン
タ
ー
跡
地
は
子

ど
も
早
期
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
は

ぐ
く
み
」が
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
跡
地
は
、
袋
井
南

部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
袋
井

商
工
会
議
所
の
利
用
要
望
も
含
め
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
松 　

尚 

議
員

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

結
果
は

今
回
の
結
果
を
ど
の
よ
う
に
次
年
度

に
つ
な
げ
る
か
。

本
市
の
平
均
正
答
率
は
、
小
・

中
学
校
と
も
総
じ
て
全
国
並
み
で

あ
っ
た
が
、
昨
年
よ
り
大
幅
に
正
答

率
を
上
げ
た
県
平
均
よ
り
は
低
か
っ

た
。
昨
年
よ
り
無
回
答
率
は
改
善
さ

れ
、
学
力
向
上
の
取
り
組
み
は
確
か

な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。
今
後
は
成

績
下
位
層
を
減
ら
す
支
援
策
を
具
体

的
に
検
討
し
た
い
。

児
童
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は

携
帯
電
話
等
の
使
用
時
間
や
読
書
時

間
と
、
正
答
率
と
の
比
較
結
果
を
受
け
、

今
後
の
対
策
は
。

携
帯
電
話
の
使
用
時
間
が
長
い

と
正
答
率
が
下
が
る
。
高
学
力
の
生

徒
は
読
書
時
間
を
生
み
出
し
て
い

る
。
家
庭
で
の
時
間
の
使
い
方
を
見

直
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

遠
州
三
山
な
ど

知
名
度
ア
ッ
プ
に
努
力
を

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
可

睡
斎
瑞
龍
閣
や
、
油
山
寺
の
御
霊
杉
、
栄

西
禅
師
尊
像
な
ど
誇
れ
る
も
の
を
観
光
に

結
び
付
け
て
は
。

指
定
文
化
財
や
貴
重
な
歴
史
遺

産
に
注
目
し
た
新
た
な
観
光
プ
ラ
ン

の
創
出
に
も
取
り
組
み
、
地
域
資
源

の
掘
り
起
こ
し
と
磨
き
上
げ
を
行

い
、
袋
井
市
観
光
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

努
め
て
い
き
た
い
。

山
田 

貴
子 

議
員

袋井北コミュニティハウス

可睡斎瑞龍閣
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レ ポ ー ト 平成25年度一般会計・特別会計・企業会計の各決算をはじめ、平成26年度一般
会計・特別会計補正予算、条例制定などの議案を各常任委員会で審査しました。

民生文教委員会 総 務 委 員 会
●平成26年度一般会計補正予算（第1号）
　～情報管理費～

　社会保障・税番号制度システム整備の
具体的なスケジュールと本市における事

務事業との関わり合いはどのようになるか。

　国から概要スケジュールが示されてお
り、26年度と27年度にかけて関係システ

ムの整備を行う。また、この制度は市内部でも多
方面に影響があるので、関係する条例・規則・要
綱等の整備も必要である。なお、制度全体に係る
具体的なスケジュールについては、今後、国、県
からの情報を基に調整していきたい。

●平成25年度一般会計歳入歳出決算認定
　～分庁舎・支所総務費～

　浅羽地区地域審議会の今後の方向性はど
のようになっているのか。また、その方向

性について審議会委員から意見は出ているのか。

　浅羽地区地域審議会は袋井市及び磐田
郡浅羽町の廃置分合に伴う地域審議会の

設置に関する協議書により、合併から10年間
と定められていることから、平成27年3月まで
の期限となる。今後、要望や地域の意見の反映
等については、自治会連合会などを通して広く
意見を伺っていきたい。また、この地域審議会
の方向性については、審議会委員へ説明し御理
解をいただいている。

Q

A

Q

A

●平成25年度一般会計歳入歳出決算認定
～老人福祉費～

　高齢者の見守りネットワーク事業の組
織はどのぐらい増えたか。

　25年度までに、組織の発足に向けて
取り組んだ地区は、笠原地区と浅羽東地

区の2地区であり、他の地区においても地域包
括支援センターとともに事業の必要性を説明
し、検討に前向きな地域については事業を進め
ていきたい。

●平成25年度一般会計歳入歳出決算認定
　～保育所費～

　子ども・子育て支援新制度が27年度
からスタートするが、市が独自に補助し

ている認証保育所については今後どのように移
行していくのか。

　認証保育所に対して移行の確認を行っ
ているところであり、現時点では、認可

保育所や19人以下で保育する小規模保育に移
行を検討している園もあれば、このまま認証保
育所として運営していきたいという園もある。
今後、それぞれの認証保育所の運営について、
新制度での運営に向けて協議していきたい。

Q

A

Q

A

浅羽地区地域審議会認証保育所こどもサポート（かみふうせん）
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●平成25年度一般会計歳入歳出決算認定
～防災費～

　近頃では、豪雨で市街地も水害に見舞
われている。災害危険度判定調査は平成

26年度まで実施するとのことだが、市街地危
険度マップなどを作る予定はあるか。

　調査は26年度で完了し、その結果を
公表する予定である。27年度は、都市

防災基本計画を策定したい。津波等の災害には
力を入れて対応しているが、都市防災にはなか
なか着手できていない。道筋が立てられるよう
基本計画を策定していきたい。

●平成25年度一般会計歳入歳出決算認定
　～農林振興対策費～

　有害鳥獣について、イノシシの被害に
対してどのような対策を講じているか。

　25年度、国の交付金200万円を投じ
て箱わなを17基購入し、合計21基保有

している。イノシシの個体数を減らすことが重
要であり、25年度は35頭、26年度は8月末ま
でに69頭を捕獲した。捕獲した後は、猟友会
に殺処分を依頼している。有害鳥獣について
は、銃で撃つ方法もあるが、事故防止のため、
イノシシについてはまず箱わなで対応したい。

常 任 委 員 会
　本委員会では、本市のこれまでの土地利用、税
収や財政、企業誘致の状況等を振り返るととも
に、今後の企業誘致と産業振興に関する方向性に
ついて当局から報告を受けました。
　また、市内外の工業団地や開発予定地の現状を
把握するため、9月22日に現地を視察しました。
<視察箇所>
・袋井市　宇刈地区、西山地区、豊沢地区、
　　　　　小笠山山麓開発
・掛川市　上西郷地区
・磐田市　下野辺工業団地　　　ほか

建設経済委員会

Q

A

Q

A

まちづくり対策特別委員会
(8/11、9/22)

　本委員会では、当局から袋井市静岡モデルの整
備計画（案）について協議事項が提出されました。
委員より「整備計画の財政見通しは立っているか」
との質問があり、これに対して「財源については市
の費用で実施することが基本である。この3カ年で
精査し、一番効率的で効果的な方法を検討していき
たい」との答弁がありました。また、5件の報告を受
けました。

<報告事項>
１　（仮称）袋井ふるさと防災寄附金について
２　津波一時避難場所（命山）の整備状況について
３　浜岡原子力発電所の原子力災害対策重点区域
の避難シミュレーションについて
４　袋井市業務継続計画（BCP）[地震対策編]の
策定方針について
５　南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に
関する特別措置法に基づく「推進計画」及び「津
波避難対策緊急事業計画」の策定について

防災対策特別委員会
(8/27)

有害鳥獣捕獲用の箱わな

下野辺工業団地における現場説明
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　キンモクセイの香りと共に秋の深まりを感ずる季節、袋井
市議会では9月定例会において平成25年度決算に対し活発
な審議が行われました。
　今後、議会としてもキンモクセイの花言葉のように真実を
見極め市民の負託に応えるため、努力して参ります。

編集後記

◇袋井市議会では、議会及び議員の活動の原則と責務、市民及び市長等との関係など、議会の基本的
事項を定めた条例の制定を進めています。皆様のご意見・ご提案をお聞かせください。

◇ 資料閲覧方法 　「袋井市議会基本条例（案）」の詳細は、11月10日（月）から12月9日（火）まで、
市役所2階情報公開コーナー、浅羽支所1階ロビー、月見の里学遊館1階市民サロン、市ホームページ
でご覧になれます。

◇ 対象 　市内在住・在勤・在学の方または、市内の企業・団体
◇ 意見提出方法 　①件名「袋井市議会基本条例（案）について」、②住所、③氏名、④電話番号、
⑤意見を記入し、郵送または、ファクス、Eメールにより提出してください（様式は問いません）。
直接、市役所5階議会事務局へ提出することもできます。

◇電話でのご意見は受け付けません。必ず文書で提出してください。
◇個別の回答は行いません。意見を公表する場合、氏名や住所は公表しません。
◇ 意見募集期間 　11月10日（月）～12月9日（火）必着
◇ 問合せ先 　袋井市議会事務局　電話44-3143　FAX44-3148
　　　　　　　　〒437-8666 袋井市役所　Eメール gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp

袋井市議会基本条例（案）に対するご意見・ご提案をお寄せください

11月定例会のお知らせ
【場 所】市役所5階議場及び各委員会室
【時 間】午前9時から
【日 程】
 11月 25日（火）  開会、議案の説明
 12月 2日（火）  市政に対する一般質問
  3日（水） 市政に対する一般質問
  4日（木）  市政に対する一般質問
  8日（月）  議案の審査（常任委員会）
  9日（火） 議案の審査（常任委員会）
  17日（水）  閉会、委員長報告～採決

寄 附の 禁 止
　市及び市議会では、明るい選挙、お金のかか
らない選挙を目指し三ない運動を行っています。
　①政治家は有権者に寄附を贈らない
　②有権者は政治家に寄附を求めない
　③政治家から有権者への寄附は受け取らない

市議会の中継（録画）放送・会議録がご覧いただけます。
市議会のホームページでは、議会活動日誌や行政調
査報告など、様々な情報を閲覧することができます。

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148

ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp
発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成26年11月1日
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植物油インキを
使用しています再生紙を使用しています

Yahoo! や Google などの検索画面から

禁止されている寄附の例
●町内会の集会や旅行などへの寸志や飲食物の
差入れ
●祭りへの寄附や差入れ
●運動会など地域行事への飲食物の差入れ
●落成式・開店祝いの花輪
●お中元、お歳暮、入学祝、卒業祝
●結婚祝・香典（政治家本人が出席してその場で行う
場合は、罰則が適用されない場合があります。）


